
【『パリティブックス 相対論の正しい間違え方』】  

  

 

p.203 の補注*14 の文に抜けがありました。正しくは下記の通りです。 謹んで訂正します

とともにお詫び申し上げます。  

 

*14 第 2章『同時の相対性編』で述べたような思考実験をしてみよう。弟が止める時計に

は爆弾が仕掛けられていて，50 分ピタリでストップさせると爆発するとしよう。すると，

弟の立場では爆発し，ボロボロになって兄に再会することになるが，兄の立場では爆発せ

ずにピンピンで弟に再会することになる。このようなことがあり得ないことは自明であろ

う 


